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ⅣⅣⅣⅣ 各海区各海区各海区各海区のののの動向動向動向動向

１１１１ 筑前海区筑前海区筑前海区筑前海区

（（（（１１１１））））漁業生産漁業生産漁業生産漁業生産

17年の総生産量は、マアジの漁獲量が減少したことなどから、２万200トンとなり、前

年から約5,000トン減少しました。また、生産額は119億100万円となり、前年と比べ、５

億8,000万円減少しました。

■■■■漁船漁業漁船漁業漁船漁業漁船漁業

・１そうまき網は、マアジが半減したため漁獲量は4,522トンと前年に比べ44％減少し

ました。生産額は14億5,700万円と前年の30％減少しました。

・２そうごち網は、カワハギ類がやや減少したため漁獲量は3,617トンと前年に比べ７

％減少しました。生産額は21億8,600万円とイカ類の漁獲が多かったため前年と比べ

て12％増加しました。

・さし網は漁獲量が2,005トンで前年に比べ約19％減少しました。生産額は13億1,400万

円と前年の９％減となっています。

■■■■養殖業養殖業養殖業養殖業

・ノリ養殖は、17年11月から18年４月の収穫量は211トンと不作であった前年度に比べ

174％増加しました。生産額は4,700万円と前年に比べ74％増加しました。

・ワカメ養殖の17年１月～５月の収穫量は64トンで前年に比べ76％減少しました。これ

は、漁場の栄養塩不足により生育不良となったためです。このため、生産額も900万

円と前年に比べ73％減少しました。なお、18年１月～５月の収穫量は回復しています。

・カキ養殖は規模拡大により17年１月～３月、11月～12月に収穫量は130トンと前年に

比べ61％増加し、生産額は5,400万円で前年に比べ20％増加しました。

漁業種類別生産量、生産額の推移
（資料：福岡農林水産統計年報、漁政課）
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■■■■魚種別漁獲量魚種別漁獲量魚種別漁獲量魚種別漁獲量

・マアジは、2,081トンで前年に比べ53％

減少しました。

・カタクチイワシは、753トンで前年に比

べ19％減少しました。

・サバ類は、980トンで前年に比べ８％減

少しました。

・マダイは、1,473トンで前年に比べ５％

減少しました。

・ケンサキイカは、1,072トンで前年に比

べ18％増加しました。

・クルマエビは、68トンで前年に比べ33％

減少しました。

・アワビ類は、109トンで前年に比べ７％

増加し、２年連続で100トン台に達しま

した。

・サザエは、367トンで前年に比べ20％減

少しました。

・ウニ類は、豊漁であった前年に比べ

244トンと半減しています。

■■■■経営体数経営体数経営体数経営体数

・17年の漁業経営体の総数は、1,615経営

体となっており減少傾向が続いていま

す。

・漁船漁業は、1,603経営体となっており、

漁業経営体数の99％を占めています。

このうち、まき網（１そう、２そう）

が11経営体、船びき網（ごち網など）

が129経営体、さし網が317経営体とな

っています。

・海面養殖業は12経営体となっています。

漁業種類別経営体数の推移
（資料：福岡農林水産統計年報）

魚種別漁獲量の推移
（資料：福岡農林水産統計年報）
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（（（（２２２２））））福岡湾口域福岡湾口域福岡湾口域福岡湾口域イカナゴイカナゴイカナゴイカナゴ資源回復計画資源回復計画資源回復計画資源回復計画ががががスタートスタートスタートスタート

イカナゴは本県で「かなぎ」と呼ばれる小魚で、ちりめんに加工されるなど食用だけで

なく、漁業者が利用する釣り餌としての価値も高い重要な資源です。

イカナゴは砂地の海底に生息しており、房 丈 網と呼ばれる網でイカナゴをすくいあげ
ぼうじょうあみ

るように漁獲します。主な漁場は福岡湾口域となっています。

イカナゴの漁獲量は、昭和50年代半ばまでは毎年１千トン前後ありましたが、その後、

急速に減少しました。このため、62年から平成５年の７年間は自主的な休漁が実施され、

７年には回復の傾向が見られたため、操業を再開しましたが、９年からは再び減少に転じ

ています。

そこで、県は、イカナゴ資源の増大を図るため、17年から関係漁業者との協議を重ねて

きました。そして、19年５月30日に、産卵親魚の確保、休漁期間の設定等を盛り込んだイ

カナゴの資源回復計画を策定しました。

今後、漁業者は、この計画に基づき資源管理に取り組んでいくことになります。県は、

資源量調査の実施や漁業者への助言・指導を通じ、イカナゴ資源回復に取り組んでいきま

す。

イカナゴ 房丈網の操業の様子

イカナゴの漁獲量の推移
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（（（（３３３３））））農山漁村女性農山漁村女性農山漁村女性農山漁村女性チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ活動表彰優秀賞活動表彰優秀賞活動表彰優秀賞活動表彰優秀賞をををを受賞受賞受賞受賞＝＝＝＝福吉福吉福吉福吉あかもくあかもくあかもくあかもく部会部会部会部会のののの取組取組取組取組＝＝＝＝

糸島漁協福吉支所の福吉あかもく部会が、平成18年度農山漁村女性チャレンジ活動表彰

の起業活動部門において優秀賞（農林水産省経営局長賞）を受賞しました。

この賞は、農林漁業及び農山漁村生活の充実と開発に優れた活動の実績をもち、男女共

同参画推進のため積極的に活動している女性に贈られるものです。

福吉あかもく部会は、県水産海洋技術センターの指導・助言を受け、冬期の新たな収入

源として、未利用であったアカモク（海藻）の加工に取り組んでおり、今回、漁村におけ

る女性の新たな雇用の場を創出したことが高く評価されました。

福吉あかもく部会では、「福吉あかもく」を地域を代表する特産品に育てるため、引き

続き衛生管理や販路拡大に積極的に取り組んでいます。

県は、今後とも、このような女性グループの活動を積極的に支援していきます。

（（（（４４４４））））大型大型大型大型クラゲクラゲクラゲクラゲ((((エチゼンクラゲエチゼンクラゲエチゼンクラゲエチゼンクラゲ))))のののの接近接近接近接近

エチゼンクラゲは、直径1m、体重100kgに達する巨大

なクラゲで近年、夏から秋にかけて日本海各地で漁業

被害を引き起こしています。本県でも18年9月中旬～

11月上旬にかけてエチゼンクラゲが大量に接岸し、小

型底びき網や定置網などの網漁業に大量入網して操業

に支障を及ぼすとともに、漁獲物の品質低下を招きま

した。

県では、エチゼンクラゲの出現状況調査を実施し、

随時、関係漁協などへ出現情報を提供しました。これ

を受けて、漁業現場ではクラゲの多い水域の操業を避

けたり、定置網では網揚げの時間を早める等の対策が

とられました。

県では、今後ともエチゼンクラゲの来遊状況を把握

し、漁業被害の軽減に努めていきます。

小型底びき網に入ったエチゼンクラゲ

調査船による目視調査

受賞した福吉あかもく部会の皆さん 福吉あかもくの加工作業の様子
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（（（（５５５５））））筑前海筑前海筑前海筑前海のののの試験研究情報試験研究情報試験研究情報試験研究情報＝＝＝＝グミグミグミグミ塩分処理技術塩分処理技術塩分処理技術塩分処理技術のののの開発開発開発開発＝＝＝＝

■■■■背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的

筑前海沿岸域では、平成11年以降、 ナ

マコの一種であるグミが大量に発生し、

小型底びき網などに入網するグミの重量

で漁獲物を水揚げできなかったり、網の

中で漁獲物が損傷するなど、大きな漁業

被害が発生しています。

被害を受けた漁業者から、グミの駆除

方法の開発を求める声が相次いだことか

ら、県水産海洋技術センターでは、漁業

者自らが実施できる低コストで効率的な

グミの駆除方法の開発に取り組んできま

した。

■■■■成果成果成果成果のののの概要概要概要概要

県が開発した高塩分処理によるグミの駆

除技術は、直接グミに重量の５％以上の塩

を散布し全体に行き渡るように攪拌する方

法と、13％以上の高濃度の塩水に５分間程

度浸漬する方法の二つがあり、いずれもグ

ミは体液を排出することで収縮、変形し、

体皮を破って生殖腺が露出する等の損傷を

受け死に至ります。また、処理後のグミは

魚類や甲殻類が捕食することも確認できま

した。

この方法は天然物である塩を用いる方法

であるため、環境に与える影響が少なく、

低コストで実施できます。また、漁業者が

操業時に容易に実行できるため、多くの漁

業者への普及を図ることが可能です。

このような成果により、本研究は18年度

の全国水産試験場長会会長賞と福岡県職

員表彰（研究表彰）を受賞しています。

今後、漁業者が主体となり、塩分処理法

を用いた駆除を実施することで、筑前海の

漁場の機能回復が大いに期待できます。

全国水産試験場長表彰式

グミ駆除作業の様子

グ ミ
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２２２２ 有明海区有明海区有明海区有明海区

（（（（１１１１））））漁業生産漁業生産漁業生産漁業生産

17年の漁船漁業と養殖業を合わせた生産量は、ノリ養殖の回復やアサリの漁獲増などに

より５万931トンとなり、前年に比べ約500トン増加しました。また、生産額は150億3,500万

円となり、前年に比べ約23億円減少しました。

■■■■漁船漁業漁船漁業漁船漁業漁船漁業

・17年の漁獲量は、4,946トンで前年に比べ５％減少しましたが、生産額は15億円で９

％増加しました。

・採貝は、サルボウがやや減少したもののアサリの漁獲が前年に比べ51％増加したため、

漁獲量は4,032トンとほぼ前年並となっています。生産額はアサリの漁獲が増加した

ため６億4,700万円と前年に比べ21％増加しました。

・潜水器漁業は、タイラギの資源状況から休漁となりましたが、18年は資源の回復がみ

られ再開しています。

・さし網は、漁獲量が218トンで前年並、生産額が１億4,300万円と前年に比べやや増加

しました。

■■■■養殖業養殖業養殖業養殖業

・18年のノリ養殖期(18年10月～19年４月）

の生産枚数は14億9,500万枚、生産額は

137億8,800万円と平年並となっています。

ノリの生産枚数、生産額の推移(養殖年)
（資料：水産振興課）

漁船漁業の生産量、生産額の推移
（資料：福岡農林水産統計年報、漁政課）
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■■■■魚種別漁獲量魚種別漁獲量魚種別漁獲量魚種別漁獲量

・ボラは、73トンで前年に比べ７％増加し

ました。

・ウシノシタ類は、13トンで前年並となっ

ています。

・タコ類は、99トンで前年並となっていま

す。

・クルマエビは、１トンと低水準で推移し

ています。

・ガザミは、23トンで前年並となっていま

す。

・アサリは、748トンで前年に比べ51％増加

しました。覆砂域を中心にアサリの資源

水準は高く、18年は約７千トンの漁獲量

となりました。

・サルボウは、3,056トンで前年並となって

います。漁業者が実施した天然採苗が効

果をあげ、14年以降増加傾向にあります。

・タイラギは、197トンで前年に比べ51％減少しました。沖合域の潜水器漁業は資源水

準が低いため休漁となり、干潟漁場において徒取りにより漁獲されています。18年に
か ち ど

は、資源の回復がみられ、潜水器漁業は再開しています。

■■■■経営体数経営体数経営体数経営体数

・17年の漁業経営体の総数は、1,247経営体

で減少傾向が続いています。

・漁船漁業の経営体数は321経営体で、経営

体総数に占める割合は26％です。このう

ち、採貝漁業は184経営体、さし網が53経

営体となっています。

・ノリ養殖業の経営体数は924経営体で、全

体の74％を占めています。

魚種別漁獲量の推移
（資料：福岡農林水産統計年報）

漁業種類別経営体数の推移
（資料：福岡農林水産統計年報）
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（（（（２２２２））））全国初全国初全国初全国初ののののノリノリノリノリ養殖新品種養殖新品種養殖新品種養殖新品種のののの開発開発開発開発にににに成功成功成功成功 ＝＝＝＝低塩分低塩分低塩分低塩分にににに強強強強いいいい養殖養殖養殖養殖ノリノリノリノリ新品種新品種新品種新品種をををを登録登録登録登録＝＝＝＝

県の有明海研究所で開発した低塩分に強い

養殖ノリ新品種が19年３月23日付けで品種登

録されました。（登録名：福岡有明１号、登

録番号：第15530号）

現在、種苗法に基づき品種登録されている

品種は草花類、観賞用植物類等を中心に15,

530種ありますが、海藻類では、福岡有明１

号が日本で唯一の品種です。また、都道府県

機関によるノリ養殖品種の登録も全国で初め

てのケースとなります。

福岡県の有明海におけるノリ漁場は筑後

川、矢部川などの大河川の河口の近くにあり、

特に河川水の影響を大きく受ける岸寄りの漁

場では、低塩分による生長の遅れ、ノリ葉体

の変形が生じることによる収量、品質の低下

が見られます。その反面、そのような漁場は

栄養塩が安定しているため、低塩分漁場でも、

安定した生産を可能にするノリの品種の開発

が課題となっていました。

有明海研究所は、他県に先駆けて、バイオテクノロジーを利用した育種研究を行ってき

ましたが、その結果、低塩分の漁場でも高生長・高品質を示すノリの新品種の開発に成功

し、今回、品種登録が認められたものです。

新品種の福岡有明１号は塩分適応性が広く、低塩分漁場はもちろんのこと、沖の漁場で

も生長が優れています。また、漁業者委託試験では、「伸びがよい」、「黒みが強い」、「製

品の艶がよい」と高い評価を得ています。

低塩分漁場における野外養殖試験結果（左：福岡有明１号、右：既存品種）

福岡有明１号の品種登録証



- 51 -

各海区各海区各海区各海区のののの動向動向動向動向

（（（（３３３３））））浅海増殖研究発表全国大会浅海増殖研究発表全国大会浅海増殖研究発表全国大会浅海増殖研究発表全国大会でででで研究奨励賞研究奨励賞研究奨励賞研究奨励賞をををを受賞受賞受賞受賞

＝＝＝＝有明海区有明海区有明海区有明海区ノリノリノリノリ研究連合会研究連合会研究連合会研究連合会によるによるによるによる中国中国中国中国ノリノリノリノリ漁場視察漁場視察漁場視察漁場視察＝＝＝＝

18年５月に、佐賀市で開催された浅海増

殖研究発表全国大会（浅海増殖研究中央協

議会主催）において、有明海区ノリ研究連

合会の甲斐田憲史さん（柳川漁協）が「中

国視察から見えてきた私たちの今後の取り

組み」と題して18年２月に行った中国江蘇

省ノリ養殖視察をテーマに発表し、研究奨

励賞を受賞しました。

発表の中で、甲斐田さんから、中国では日本とほとんど変わらない品質の製品が生産さ

れており、漁場が広大なため生産はまだまだ伸びることや、板ノリの加工段階においても

しっかりとした衛生管理がなされており、非常に脅威に感じたことなどが紹介されました。

また、中国を恐れるばかりでなくノリ消費国として開拓すれば人口が多いだけにビジネ

スチャンスも広がるという意見や、中国からの輸入に備えてコスト削減やブランド化推進

など販売競争力のあるノリづくりに取り組まなければならないとの決意が発表され、会場

から大きな拍手がわき起こりました。

県では、今後とも、このような意欲ある漁業者の取り組みを支援していきます。

ノリ漁場

上海

江蘇省

山東省

南京

浙江省

表彰式での甲斐田さん（写真右）

中国のノリ養殖場
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（（（（４４４４））））「「「「福岡福岡福岡福岡のりのりのりのり」」」」のののの販売強化販売強化販売強化販売強化

ＩＱ制度※の輸入枠拡大によって、輸入

ノリが国内産地を大きく脅かす存在となっ

ています。

安い輸入ノリに対抗するためには、品質

向上だけでなく、「福岡のり」の差別化に

よって産地ブランドの形成を図り、生産者

自らが積極的に販売に着手するとともに、

協業化による生産コストの削減にも積極的

に取り組んでいく必要があります。

■■■■「「「「福岡福岡福岡福岡のりのりのりのり」」」」ののののＰＲＰＲＰＲＰＲとととと自主販売自主販売自主販売自主販売

海苔共販漁連では、統一名称である「福岡のり」

にふさわしいロゴマークとマスコットキャラクター

を公募により決定し、現在商標登録を進めています。

また、各地で「福岡のり」のＰＲ活動を実施する

とともに、共販漁連として初めての自主販売にも着

手しました。

■■■■モデルモデルモデルモデル協業施設協業施設協業施設協業施設のののの整備整備整備整備

生産コストの削減を図るためには、大型の加工施設を共同利用する、いわゆる「協業化」

を進める必要があります。

19年度には、柳川市内の中島漁港において、大和漁協が事業実施主体となったモデル協

業施設整備が計画されており、県はこれにに対し支援することで、協業化を推進していき

ます。

■■■■今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

輸入ノリの増大に備え、今後ともノリの流通構造の改善を進め、「福岡のり」のＰＲや

輸出を含めた自主販売の拡大、協業化の推進によって、「福岡のり」の販売競争力をさら

に高める必要があります。

県では、引き続き、共販漁連などが実施するこれらの取り組みを、強力に支援していき

ます。

※ＩＱ制度

国内外の価格差を緩和し、国内価格を安定させるため、輸入相手国に対し、年間数量を制

限する輸入割当制度のこと。先進国では日本のみで適用。（水産物17品目のみ対象に実施）

「福岡のり」のマスコットと
ロゴマーク
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（（（（５５５５））））有明海有明海有明海有明海のののの試験研究情報試験研究情報試験研究情報試験研究情報 ＝＝＝＝色落色落色落色落ちにちにちにちに強強強強いいいい新品種開発新品種開発新品種開発新品種開発へのへのへのへの第一歩第一歩第一歩第一歩＝＝＝＝

■■■■背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的

ノリ養殖に使用されている品種は、高品質や高収量を目的として、生長・色・やわらか

さ等の形質が良いものが選抜されてきました。これらの品種は漁場環境がよい状態では、

その特性を十分発揮しますが、海水中の栄養塩が少ない状態が続くと数日間でノリの色が

退色する色落ちが発生し、「安いノリ」、「売れないノリ」となります。

このため、現在使用している品種より色落ちしにくい品種が開発されれば、色落ち前に

摘採が可能となったり、色落ちする前に

ノリ網を冷凍庫に入れて栄養塩の増加を

待つなど、生産量の減少を最小限に抑え

る対策を行うことができます。

そこで、色落ちしにくい新品種の開発

を目的とし、野生のノリの中から有明海

養殖品種と比べて色落ちしにくい株の選

抜に取り組みました。

■■■■成果成果成果成果のののの概要概要概要概要

日本各地から採集した野生のノリと福岡

県有明海で使われている代表的な養殖品種

について、栄養塩がきわめて少ない海水中

で培養し、色落ちの進行程度を比較しまし

た。

今回用いた養殖品種では３日後に色落

ちが発生したのに対し、野生種では養殖

品種より色落ちしやすいものから５日以

上も色落ちしないものまでありました。

今後、特に色落ちしにくかった株につ

いて、生長や耐病性等の特性把握を十分

行い、色落ちに強い新品種の開発を目指

します。

同一条件下での色落ち発生日数の比較

乾ノリの比較

（左：色落ちノリ、右：正常なノリ）

1 10 100

野生株野生株野生株野生株----11111111

野生株野生株野生株野生株----10101010

野生株野生株野生株野生株----９９９９

野生株野生株野生株野生株----８８８８

野生株野生株野生株野生株----７７７７

野生株野生株野生株野生株----６６６６

野生株野生株野生株野生株----５５５５

野生株野生株野生株野生株----４４４４

野生株野生株野生株野生株----３３３３

野生株野生株野生株野生株----２２２２

野生株野生株野生株野生株----１１１１

養殖品種養殖品種養殖品種養殖品種

　　 １ 　　２ 　　３ 　　４ 　　５　　　(日後）


